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対象は本研究の参加に同意した未治療のADH 児30 名である。診断はDSM- 5に従って、。経験ある児
童精神科医が行い、 ADH Ratin g Scale-IV] pa nes versio n(A DH RS-IV] )を用いて治療前後の
症状評価を行った。 12 週間の薬物治療をMPH で、行った16 名 (男児14 名、女児2名、 平均8. 19::!:: 2. 46 歳
)を MPH 群とし、 ATX で治療した14 名(男児 1 名、女児3名、平均9. 50 土2. 03歳)を ATX 群とした。両
群において治療前後に24 チャンネルの近赤外線スベクトロスコピィを用いてStrop 課題遂行時の前
頭領域の酸素化ヘモグロビン変化を測定し、治療による変化を比較検討した。
結果、両群とも治療後にADH RS-IV] による臨床症状及びstrop 課題の正答数が治療前よ り有意





治療においてATX は主に前頭葉へ作用して症状を改善し、 MPH は前頭葉以外に作用して症状を改善し
ている可能性が示唆された。 ATX とMPH の前頭前野に及ぼす治療効果の相違が示唆されたことは、 AD
HD の病態の解明及び治療の発展に寄与すると考えられた。
